
官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について
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⑴ ポップカルチャーを活用したまちづくりについては、札幌市としての優位性を

生かすことができるマンガを核として取り組む。

⑵ 札幌独自の在り方を検証するために、官民連携で取組を進める。

⑶ 推進体制として、（仮称）一般社団法人札幌マンガ・図書等活用まちづくり

機構を民間企業と共に立ち上げる。

報告事項



マンガ等ポップカルチャーを活用したまちづくりに関するこれまでの検討経過 ⑴

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

●2021年11月、札幌・北海道にゆかりのあるマンガ家有志による「北海道マンガミュージアム構想」からの
マンガミュージアム建設に関する要望及びその協力の申し出を受けた事を端緒として検討を開始。

●2022年度に「図書（マンガ）を核としたライブラリー、ミュージアム及びビジネスの展開に関する可能性調査」実施。

●アクションプラン2023に、「文化芸術活動に広がりを持たせるとともに、マンガ等のポップカルチャーを活用し
た新たなまちづくりの可能性を検討する」ことを位置づけた。

▶多くのマンガ家を輩出している札幌・北海道での
ライブラリー、ミュージアム、ビジネスの三機能
を連環させた取組には、新たな都市の魅力とさら
なる市民の愛着を生み出す可能性

▶マンガコンテンツを用いた新たな文化芸術創造は、
豊かな市民生活の一助となり新たな街の魅力となる

▶マンガ家からの協力の申し出は大きなアドバンテージ

可能性

課題
▶ マンガに興味がない市民を含め、マンガの魅力と
価値を知ってもらい、機運醸成を図ることが必要

▶ 専門的な技術や知見、資金等において、官民連携
体制の構築が必要

▶ クリエイターやその周辺人材の育成・支援が必要
2

2022年度の可能性調査（概要）
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マンガ等ポップカルチャーを活用したまちづくりに関するこれまでの検討経過 ⑵

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

●2022年度の可能性調査の結果を受け、2023・2024年度には調査分析及び機運醸成を目的とした企画展を開催

備考入場者数会期会場内容

8,029人2024.3.9～
3.24東１丁目劇場『あさきゆめみし』×

『日出処の天子』展

1,859人2024.2.3～
2.14白い恋人パーク白い妖怪ぱーく展

教育委員会主催6,500人2023.10.12～
12.12中央図書館北海道とマンガのミライ

教育委員会主催ー2024.2.29～
3.26図書・情報館SAPPORO MANGA FOREST

（フォーラムも開催）

■展覧会開催による経済波及効果
・『あさきゆめみし』×『日出処の天子』展：約２億4,000万円
・白い妖怪ぱーく展：約１億円

■今後取り組んでいくべき施策
・関連人材の育成・発掘として、教育の場や接する機会を提供
・関連企業の進出・集積と関連人材の育成・発掘、地元就職・定着の好循環が
生まれる仕組み

・ポップカルチャーの活用による経済効果を市民が享受・実感・理解し、
市民がポップカルチャーのまちとして誇りや愛着を感じるような取組
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2023・2024年度調査研究事業

2023年度

2024年度
ライブラリー・ミュー
ジアム・ビジネスの三
機能が有機的に連動す
ることを想定したプロ
トタイプ施設運用
【10月12日～】

分析結果（抜粋）
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札幌がもつアドバンテージ（マンガ家の協力） ⑴

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

4

R6.12.9 札幌市まちづくり政策局



札幌がもつアドバンテージ（マンガ家の協力） ⑵

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について
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発起人（18名）

荒川弘
幕別町出身
埼玉在住

いくえみ綾
名寄市出身
札幌在住

石川サブロウ
岩内町出身
東京在住

板垣恵介
釧路市出身
東京在住

魚戸おさむ
函館市出身
東京在住

大西巷一
室蘭市出身
石川在住

さとう輝
松前町出身
千葉在住

大和和紀
札幌市出身
東京・札幌在住
発起人代表

山岸凉子
上砂川町出身
東京在住
発起人副代表

賛同者（14名）

北海道マンガミュージアム構想

山下和美
小樽出身
東京在住

島本和彦
池田町出身
札幌在住

瀧波ゆかり
釧路出身
札幌・東京在住

花輪和一
埼玉出身
札幌在住

東元俊哉
札幌市出身
北広島在住

星野之宣
帯広・釧路市出身
札幌在住

本庄敬
寿都町出身
東京在住

安彦良和
遠軽町出身
埼玉在住

ヤマザキマリ
東京都出身
幼少期札幌

札幌・北海道は多くのマンガ家を輩出しており、
その有志の方々から協力の申し出を頂いていることは、
取組を進めるうえでの大きなアドバンテージ

オノヤマコズエ
北海道出身

河原和音
滝川市出身
札幌在住

椎名軽穂
羽幌町出身
札幌在住

野田サトル
北広島出身

ﾌｫﾋﾞﾄﾞｩﾝ澁川
北海道出身
北海道在住

水野美波
札幌市出身

目黒あむ
北海道出身

もんでんあきこ
三笠市出身
札幌在住

モンキー・パンチ
浜中町出身
※故人

ささやななえこ
芦別市出身
東京在住

三原順
札幌市出身
※故人

諏訪緑
釧路市出身

大谷博子
新冠町出身

小沢真理
札幌市出身

多様なポップカルチャーの中でも
札幌市としての優位性が認められる
「マンガ」を核として取組を推進
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●2024年６月スタート。マンガやアニメ等に関心が高い道内外の企業や大学等18社（団体）が参加

●主な意見は以下のとおり。

▶ 今後５年間をトライアル期間とし、マンガを核とした三機能の循環を視野に官民連携で取組を推進すべき

▶ 産学官が連携した推進体制が必要

▶ KPIの共有が必要（継続性の仕掛け、５年間のターゲットのプライオリティ）

▶ 多方向からの視点の必要性

・札幌のブランディング向上 ・・・ マンガ・アニメの街として認知

・経済活性化 ・・・ 季節に関係なく集客できる仕組みの構築

・教育と人材育成 ・・・ 官民連携でマンガ家やその周辺人材を育成する仕組み

・住民理解 ・・・ 市民が主体的に参加し楽しめるイベントを通じ、観光客へも波及

・国際競争力の強化 ・・・ 他国に負けない札幌らしいコンテンツの創出

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

官民連携での札幌ならではの取組の検討

▼産学官連携によるマンガ・アニメ等のポップカルチャーを活用したまちづくりに関する意見交換会の立ち上げ

●専門的な技術や知見、資金等において、官民連携体制の構築が必要

●ライブラリーや魅力発信に係る公共機能は行政、収益・集客機能は民間として役割分担

●ライブラリー、ミュージアム、ビジネスの各機能の可能性を行政のみで追求することの限界

2024年度

6

■2022年度の可能性調査では…

官民連携による
三機能を連携さ
せた取組の推進
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マンガ等を活用した札幌モデルと札幌市にもたらされる効果

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

■事業収益を確保し、自走できる在り方
■市内の創作活動を担うクリエイターの育成・支援
■地域(札幌)から創出したマンガ等による魅力の発信

持続可能かつ自走する官民連携による札幌モデル

マンガ等の力で地域を活性化
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①官民連携によりマンガ家やクリエイター等の人材育成

②創作活動をサポートし、コンテンツが創出

③コンテンツを活用し、収益を獲得

④生まれた収益を人材育成に再投資

札幌市の魅力創出・発信、文化振興、教育、観光、産業振興に寄与

人材育成 創作活動

ビジネス

札幌市にもたらされる効果
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５年間のトライアル事業（企業からの提案）

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

キーワード

❶ 人材育成

❷ 機運醸成

❸ 事業持続性

企業からの提案事業

■市の負担金及び民間の会費等で実施

▶ テーマ型マンガライブラリーの実証実験

▶ 創作活動を想起させる企画展

▶ 札幌・北海道ゆかりのマンガにより魅力を発信
する展示の開催

▶ IP活用によるクリエイター育成のための
カリキュラム/教材コンテンツの開発

▶ 創作活動を体験するワークショップの開催

◆民間の会費等のみで実施
▶ 地元企業とコンテンツのコラボや二次創作による
高付加価値製品の開発・販売の実証実験

▶ キラーコンテンツ起用による企画展等の
大規模イベント開催
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ライブラリー
○生涯学習・情報提供
○課題解決支援
○知的空間の創出

官民連携で進める人材育成（企業からの提案）

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

マンガ家
（キラーコンテンツ）

クリエーター

マンガ家
（連載コンテンツ）

マンガ家及び
マンガ家を目指す人々

子ども（次世代育成）

クリエーターの育成 まちづくり・ビジネスへの展開

■プロの編集者により
雑誌連載するマンガ家の養成

■キラーコンテンツの創出

■出版社のような
マンガIPビジネスを展開

■エンタメ領域でのメディア
ミックスを念頭にした展開

◆ライブラリー機能をベースに
クリエイターの育成

◆クリエイター人口の
すそ野を広げる
※市民レベルで創作活動への
理解や親しみを得る

◆実用マンガや商用利用等で
まちづくりへ活用

◆クリエイターの活動を支援

ビジネス
○商品開発・販売 ○イベント
○コンテンツビジネス ○企業タイアップ

ミュージアム
○原画保存 ○学術研究・展示
○最新技術を用いた体験価値創造

人材育成

官
民
連
携

民
間
主
体

9図書（ライブラリー機能）を起点とした人材育成
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官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりのロードマップ（５年間）

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

2029年度2028年度2027年度2026年度2025年度

テーマ型マンガライブ

ラリーの実証実験

創作活動を想起させる

企画展

札幌・北海道ゆかりの
マンガにより魅力を
発信する展示

創作活動を体験する

ワークショップ

高付加価値製品の
開発・販売の実証実験

キラーコンテンツ
起用による企画展

企
画
展

準備期間 準備期間

実証実験 （テーマ・配架内容を一定期間ごとに変更）

企
画
展

教材コンテンツ
の開発 創作活動を体験するワークショップの実施（継続的に実施）

開発5種

販売

開発5種 開発5種
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企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

企
画
展

教材の改良 教材の改良教材の改良
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札幌モデルを実践するための手法

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

「札幌モデル」の推進体制として、法人格を持つ一般社団法人を設立
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■創出した札幌ならではのコンテンツを管理・活用
▶商標登録を取得するためには法人格が必要
▶任意団体での所有財産は個人に帰属

■民間企業の積極的な参画
▶民間企業等が持つノウハウを最大限に活用
▶意見交換会では法人格がなければ人的・資金的に
積極的な参画が難しいとの意見が多数

■社会的信用の向上

札幌モデルを実現するためには・・・
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一般社団法人の会費等

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

■会員種別
▶ 正会員 この法人の目的に賛同して入会した個人又は団体、法人、公共団体（社員総会での議決権あり）

▶ 賛助会員 この法人の事業に賛助するため入会した団体、法人、公共団体

▶ 特別会員 理事会において推薦を受けて入会した個人、法人、団体、教育機関または行政機関

議決権年会費入会金会員種別

●５万円/口30万円正会員（法人）

●５万円/口５万円正会員（個人）

×５万円/口無料賛助会員

×無料無料特別会員

■入会金・年会費

●札幌市は正会員（法人）として参画
（入会金：30万円、年会費５万円）

●札幌市は公益性に寄与することが見込まれる
事業への負担金を拠出

12
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一般社団法人における事業費負担割合の考え方

１年目

２年目

３年目

４年目

５年目

６年目

▶事業収入の増加に応じて札幌市の負担金を低減（６年目以降は事業への負担金支出は無し）
▶事業収益は人材育成等の公益性が高い事業へ還元

一社会費

一社会費

一社会費

一社会費

一社会費

事業成立

札幌市負担金 企業負担金 事業収入

札幌市負担金 企業負担金 事業収入

札幌市負担金 企業負担金 事業収入

札幌市負担金 事業収入

札幌市負担金

企業
負担金 事業収入

企業負担金
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企業負担金 事業収入

官民連携によるマンガ等を活用したまちづくりの推進について

一社会費
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